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ごみ処理経費を減らしましょう
　ごみを処理するためには、集積場所から
清掃センターなどへの収集運搬費や中間処
理費、最終処分費、人件費などがかかります。
本市では、平成30年度の処理経費は、約23億
円で、市民一人当たり、年間約1万1000円を負
担する計算になります。昨年４月から12月ま
でに発生したごみの量は、約４万1890トンで、
前年に比べ約770トン増加。今年度の処理経費
はさらに増える見込みです。
　分別した資源物は、再生資源としてリサイ
クル業者に売却することで、年間約１億円の
収入になっています。ごみを資源として生か
すためには、正しい分別が欠かせません。古
紙類や雑がみは、可燃ごみに出してしまいが
ちですが、再生紙としてリサイクルできる貴
重な資源です。また、生ごみは必ず水切りを
行うなど、分別のルールを守り、毎日の生活
の中でごみを出さない工夫をすることが、処
理経費を減らすことにつながります。
　不燃ごみと資源物は、作業員が手作業で異
物が混ざっていないかなど再確認していま
す。中身の残ったカセットボンベやライタ

ー、モバイルバッテリーなどが混ざってい
ると、爆発や発火事故など、収集車や清掃セ
ンターで火災の原因にもなり大変危険です。

容器に廃油が入ったままで
ごみに出さないでください
　可燃ごみに容器に入ったままの食用油や廃
油などを出す人がいます。収集車が圧縮する
ときに油が噴き出して飛び散り、道路や周囲
が汚れてしまいます。集積場所の清掃などで
作業が中断し、地域全体の収集業務に影響が
出てしまう場合があります。
　食用油はクリーン推進課や、清掃センター、
各公民館で回収し、再生重油にリサイクルし
ています。ごみとして出すときは、資源にな

らない紙や布に染み込
ませたり、凝固剤など
を利用したりし、可燃
ごみに出してください。
エンジンオイルや機械
油などの廃油は、専門
の業者に処分を依頼し
てください。ご協力を
お願いします。

お問い合わせはクリーン推進課
483-1151（代表）へ

分別・資源化でごみの減量を分別・資源化でごみの減量を
もう一度確認をお願いしますもう一度確認をお願いします

　便利な生活の裏で増え続けるごみ。市のごみ処理にかかる経費
は、年間約23億円です。一部は皆さんが購入した指定ごみ袋など
の代金で賄われますが、約９割は税金が充てられています。市民
の負担を減らすためにも、正しく分別することが大切です。

▲ 市のＨＰで確認できます

　市の委託を受けてごみや資
源物の収集・運搬と、分別・
解体を行っています。
　ごみを扱っていると可燃ごみにびん・缶が
入っているなど、マナーが守られていないこ
とがあります。飲み残しや異物が入ったペッ
トボトル、乾電池が入ったままのおもちゃが
出されることも。割れたびんや、折られていな
い竹串などは、作業員のけがにもつながります。
　分別されていないと、びん・缶は燃やされ
てしまい、焼却炉の破損の原因に。紙やペッ
トボトルは汚れていると、資源物として扱わ
れずごみになってしまう場合もあります。
　混ぜればごみ、分ければ資源。正しく分別
すれば、ごみは減らすことができます。一人
ひとりが意識を持って、きちんと分別できて
いるかもう一度確認してみてください。

混ぜればごみ、分ければ資源
八千代清掃事業協同組合
代表理事　土屋　信之
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新型コロナウイルスに関する
ごみの出し方について
　新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、
発熱などの風邪の症状が見られる人が使用し
たマスクやティッシュペーパーなどは、次の
方法でごみに出してください。
■家庭から出るごみについて　鼻水や痰など
の呼吸器系分泌物が付着したごみは、小さい
袋などに入れて、封をしたうえで、可燃の指
定ごみ袋に入れて出してください。作業後は
すぐに手洗いをしてください。
■事業所から出る事業系一般廃棄物について
　小さい袋などに入れて、封をしたうえで、
事業系一般廃棄物として排出してください。

　「医療関係機関等」から排出される感染性
廃棄物については、国が策定した「廃棄物処
理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」
に従って適正に処理してください。
　廃棄物処理における新型コロナウイルス感
染症対策は、国からの通知により「廃棄物処
理における新型インフルエンザ対策ガイドラ
イン」に準拠し、安全かつ安定的に処理する
ことで、感染を防ぐことができると考えられ
ています。「廃棄物処理法に基づく感染性廃
棄物処理マニュアル」、「廃棄
物処理における新型インフル
エンザ対策ガイドライン」に
ついては、環境省のＨ
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Ｐを参
照してください。


